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■新春短歌会
事前に投稿された短歌を発表し
ます。岩手県歌人クラブの会員に
よる講評を受け、入賞作品を選び
ます。

 １月11日㈯10時～15時
 新作１首を郵送または持参。１月

４日㈯必着。持参は同日17時まで
 1029081

■新春俳句会
新年詠１句を含む当季雑詠３句
を当日に会場で投句し、発表しま
す。岩手県俳人協会などの会員に
よる講評を受け、入賞作品を選び
ます。

 １月13日㈪、投句は10時～11
時、句会は12時半～15時

 1029082

市内の消防団員ら約800人が、年頭にあたり
消防の使命を再認識し、消防団員としての決
意を新たにします。

  １月５日㈰
式典は10時半から盛岡城跡公園（内丸）、
分列行進は11時からサンビル（大通一）を出
発し、映画館通り交差点まで。

 1024817

■新春・盛岡山車太鼓打ち体験
 １月３日㈮、11時半～12時と13時～13時半
 各10人

■新春・お琴演奏会
盛岡二高筝曲部による演奏を楽しみます。

 １月12日㈰14時～15時　  50人
■企画展「盛岡と北海道～盛岡藩と蝦夷地の 
　関係・交流史～」
函館山の登り口にある「南部坂」や「南部陣屋
跡」など、江戸時代からつながりのあった盛岡藩
と、蝦

え

夷
ぞ

地と呼ばれていた北海道との交流の
歴史を紹介します。

 12月21日㈯～３月８日㈰
 展示室入場料が必要　  1026103

▶ギャラリートーク
 １月26日㈰・

２月23日㈰、
13時半～14時半

 各30人
 展示室入場

料が必要

 もりおか歴史文化館（内丸）
　 ☎681-2100

 市立図書館
　 〠020-0114　高松一丁目９-45
　 ☎661-4343

作ってみませんか
　　　　新年に短歌・俳句新たな決意　消防出初式

 消防対策室　 ☎626-7404
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同館所蔵の「東蝦夷地図並土人図」 過去の消防出初式の様子
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地域活動やボランティア活動などで、まちづくりに関わる人たちを紹介します
第８回

私たちの健康は　私たちの手で

食生活改善推進員 星　智
ち

寿
ず

子
こ

さん（53）＝馬場町＝

▲郷土料理を広めようと、
農業まつりでひっつみの
振る舞い。大人にも子ど
もにも大人気でした

※１ 同教室は、６月から
12月まで毎月１回開催。
募集は広報もりおかな
どでお知らせします。

 健康増進課☎603-8305
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　皆さん、「食べること」を大切にしています
か？　星さんは、平成26年から食のボランティ
アである「食生活改善推進員」（愛称「ヘルス
メイト」）として活動。市内には、養成教室※１を
修了した30代から90代までのヘルスメイトが
500人以上いて、健康料理教室を開いたり、地
域の集まりに手作りおやつを提供したりして、食
の大切さを伝えています。長年、家庭でも料理
をしてきた星さんですが、ヘルスメイトになって、
食材の切り方や、味付けが自己流だったことに ※２ 平成29年度人口動態統計特殊報告「平成

27年都道府県別年齢調整死亡率の概況」より

気付かされたそうです。また、岩手県は、脳卒中
による死亡率※２が、女性は全国１位、男性も３
位ということを知り、減塩の必要性を実感。食
生活も大きく変化したと言います。「健康づくり
は、日々の食事の積み重ねから。塩辛い味付け
を好む人も、一週間、だしや香辛料を効かせた
減塩料理を食べ続けると舌が慣れていきます。
ヘルスメイトで学んだ知識を、これからも地域に
還元していきます」と、力強く話してくれました。


